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調平査均地所得区の 1.973 3.728.012 1.574.656 























女性の数 (%) 男性の数 (%) 
標本数 28.682 100.0% 26.762 100.0% 
年齢:
18-39 14.759 51.5% 13.546 50.6% 
40-65 13.923 48.5% 13.216 49.4% 
通院または入院している
はい 9.412 32.8% 7.495 28.0% 
いいえ 19.270 67.2% 19.267 72.0% 
世帯内に介護の必要な人がいる
はい 1.814 6.3% 1.656 6.2% 
いいえ 26.868 93.7% 25.106 93.8% 
世帯内に子どもがいる
はい 4.605 16.1% 4.174 15.6% 
いいえ 24.077 83.9% 22.588 84.4% 
配偶者の有無
有 20.525 71.6% 18.966 70.9% 
無 8.175 28.4% 7.796 29.1% 
収入のある仕事の有無
有 18.165 63.3% 23.793 88.9% 
無 10.517 36.7% 2.969 11.1% 
老後や健康に関するストレスの有無
有 4.838 37.3% 9.025 62.3% 
無 8.138 62.7% 5.454 37.7% 
人間関係や生きがいに関するストレスの有無
有 7.594 58.5% 11.172 77.2% 
無 5.382 41.5% 3.307 22.8% 
育児、家計、家事に関するストレスの有無
有 6.465 49.8% 
無 6.511 50.2% 
育児、家計、仕事に関するストレスの有無
有 5.612 38.8% 















オッズ比 95%信頼区間 オッズ比 95%信頼区間
個人所得:
第 1分位(最低値) 1.00 1.00 
第 2分位 0.90 0.83 0.98 0.93 0.84 1.02 
第 3分位 0.83 0.76 0.90 0.87 0.79 0.96 
第4分位 0.78 0.71 0.85 0.78 0.71 0.87 
調査地区の平均所得:
第 1分位(最低値) 1.00 1.00 
第 2分位 0.98 0.90 1.07 1.01 0.91 1.11 
第 3分位 1.14 1.04 1.26 1.13 1.01 1.25 
第4分位 1.14 1.02 1.27 1.17 1.04 1.33 
調査地区における個人所得の標準偏差
第 1分位(最低値) 1.00 1.00 
第 2分位 1.02 0.93 1.11 0.98 0.89 1.08 
第 3分位 1.02 0.93 1.12 0.96 0.86 1.06 
第4分位 1.00 0.90 1.11 0.93 0.83 1.05 
年齢:
18-39 1.00 1.00 
40-65 0.97 0.91 1.04 0.78 0.72 0.84 
通院または入院している
いいえ 1.00 1.00 
はい 2.44 2.29 2.59 2.52 2.36 2.70 
世帯内に介護の必要な人がいる
いいえ 1.00 1.00 
はい 2.17 1.94 2.44 1.49 1.32 1.69 
世帯内に子どもがいる
いいえ 1.00 1.00 
はい 0.92 0.84 1.00 0.92 0.83 1.02 
配偶者の有無
有 1.00 1.00 
無 0.77 0.72 0.83 0.85 0.78 0.92 
収入のある仕事をしている
はい 1.00 1.00 















オッズ比 95%信頼区間 オッズ比 95%信頼区間
個人所得:
第l分位(最低値) 1.00 1.00 
第2分位 0.89 0.81 0.98 0.94 0.84 1.05 
第3分位 0.89 0.81 0.98 0.96 0.86 1.08 
第4分位 0.90 0.81 0.99 0.87 0.77 0.97 
調査地区の平均所得:
第l分位(最低値) 1.00 1.00 
第2分位 0.99 0.89 1.09 1.05 0.93 1.18 
第3分位 1.19 1.07 1.33 1.19 1.05 1.35 
第4分位 1.19 1.05 1.35 1.27 1.09 1.47 
調査地区における個人所得の標準偏差
第l分位(最低値) 1.00 1.00 
第2分位 1.01 0.92 1.12 1.03 0.92 1.16 
第3分位 1.05 0.95 1.17 1.02 0.90 1.15 
第4分位 0.99 0.88 1.12 0.94 0.82 1.08 
年齢:
18-39 1.00 1.00 
40-65 0.96 1.82 2.11 1.24 1.12 1.36 
通院または入院している
いいえ 1.00 1.00 
}まい 1.99 1.85 2.14 1.90 1.74 2.07 
世帯内に介護の必要な人がいる
いいえ 1.00 1.00 
}まい 1.88 1.64 2.15 1.24 1.07 1.45 
世帯内に子どもがいる
いいえ 1.00 1.00 
}まい 1.15 1.05 1.27 0.96 0.85 1.09 
配偶者の有無
有 1.00 1.00 
無 0.85 0.78 0.92 1.13 1.03 1.25 
収入のある仕事をしている
}まい 1.00 1.00 















オッズ比 95%信頼区間 オッズ比 95%信頼区間
個人所得:
第l分位(最低値) 1.00 1.00 
第2分位 0.77 0.70 0.84 0.93 0.85 1.01 
第3分位 0.71 0.65 0.78 1.01 0.93 1.09 
第4分位 0.57 0.51 0.62 0.97 0.90 1.06 
調査地区の平均所得:
第l分位(最低値) 1.00 1.00 
第2分位 0.99 0.90 1.09 1.06 0.98 1.15 
第3分位 1.16 1.05 1.29 1.19 1.09 1.30 
第4分位 1.20 1.06 1.35 1.24 1.12 1.37 
調査地区における個人所得の標準偏差
第l分位(最低値) 1.00 1.00 
第2分位 0.98 0.89 1.07 1.02 0.84 1.10 
第3分位 0.92 0.83 1.01 0.99 0.91 1.08 
第4分位 0.86 0.76 0.96 0.93 0.84 1.02 
年齢:
18-39 1.00 1.00 
40-65 2.68 2.49 2.88 1.60 1.50 1.71 
通院または入院している
いいえ 1.00 1.00 
}まい 1.65 1.53 1.77 1.56 1.47 1.67 
世帯内に介護の必要な人がいる
いいえ 1.00 1.00 
}立い 1.50 1.31 1.73 1.23 1.10 1.38 
世帯内に子どもがいる
いいえ 1.00 1.00 
}まい 1.57 1.44 1.70 1.07 0.98 1.16 
配偶者の有無
有 1.00 1.00 
無 0.40 0.37 0.44 0.71 0.67 0.77 
収入のある仕事をしている
}まい 1.00 1.00 
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